
令
和
7
年

秋
季
俳
句
講
座

「私
と
季
語
（
6
）」

第
2
回

宮
坂

静
生

「地
域
の
季
節
の
言
葉
と
季
語
」

沖
縄
の
二
月
風
廻
り
（
に
ん
が
つ
か
じ
ま
ー
い
）や
琵
琶
湖
辺
の
比
良

八
荒
（ひ
ら
は
っ
こ
う
）な
ど
地
域
の
季
節
の
言
葉
で
俳
句
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
わ
く
わ
く
感
が
し
ま
す
。
季
語
と
は
な
に
か
を
考
え

て
み
ま
す
。

主
催

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会



宮
坂
静
生

略
歴

１
９
３
７
（
昭
和
12
）年

11
月
４
日
、
長
野
県
松
本
市
生
ま
れ
。
本
籍
千
曲
市
。
本
名
敏
夫
。

１
９
５
１
（
昭
和
26
）年

14
歳

松
本
市
立
清
水
中
学
校
2
年
、
俳
句
初
学
。

１
９
５
５
（
昭
和
30
）年

18
歳

俳
誌
「龍
膽
」（
藤
岡
筑
邨
）、
俳
誌
「若
葉
」（
富
安
風
生
）に
投
句
。

１
９
６
４
（
昭
和
39
）年

27
歳

第
１
句
集
『青
胡
桃
』（
龍
膽
俳
句
会
）刊
。

１
９
６
８
（
昭
和
43
）年

31
歳

6
月
、
俳
誌
「鷹
」主
宰
藤
田
湘
子
に
師
事
す
る
。

１
９
７
６
（
昭
和
51
）年

39
歳

評
論
集
『夢
の
像
』（
高
文
堂
出
版
社
）刊
。

１
９
７
８
（
昭
和
53
）年

41
歳

2
月
、
俳
誌
「岳
」創
刊
。

１
９
８
０
（
昭
和
55
）年

43
歳

「鷹
」同
人
会
長
に
就
き
、
爾
来
10
年
間
。

１
９
８
４
（
昭
和
59
）年

47
歳

論
文
集
『正
岡
子
規
と
上
原
三
川
』（
明
治
書
院
）刊
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）年

49
歳

信
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
教
授
。

１
９
９
５
（
平
成
7
）年

58
歳

湘
子
の
要
請
に
よ
り
「鷹
」を
退
会
、
28
年
間
在
籍
。

 

第
45
回
現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞
。
評
論
集
『虚
子
の
小
諸
』（
花
神

 

社
）刊
。

１
９
９
６
（
平
成
8
）年

59
歳

論
考
『子
規
秀
句
考―

鑑
賞
と
評
論
』（
明
治
書
院
）刊
。

２
０
０
０
（
平
成
12
）年

63
歳

第
7
句
集
『山
の
牧
』（
本
阿
弥
書
店
）刊
。
評
論
集
『俳
句
か
ら
だ

 

感
覚
』（
本
阿
弥
書
店
）に
よ
り
第
1
回
山
本
健
吉
文
学
賞
（
評
論
）

 

受
賞
。

２
０
０
１
（
平
成
13
）年

64
歳

論
文
集
『正
岡
子
規―

死
生
観
を
見
据
え
て
』（
明
治
書
院
）刊
。

随
筆
集
『雪
そ
し
て
虚
空
』（
花
神
社
）刊
。

２
０
０
２
（
平
成
14
）年

65
歳

信
州
大
学
医
学
部
保
健
学
科
学
科
長
。

２
０
０
３
（
平
成
15
）年

66
歳

停
年
退
官
、
信
州
大
学
名
誉
教
授
。
評
論
集
『俳
句
地
貌
論
』

 

（
本
阿
弥
書
店
）刊
。

テ
レ
ビ
「糸
瓜
の
花―

正
岡
子
規
の

死
生
観
」
（こ
こ
ろ
の
時
代
）。

２
０
０
４
（
平
成
16
）年

67
歳

第
47
回
松
本
市
芸
術
文
化
功
労
者
。

２
０
０
６
（
平
成
18
）年

69
歳

評
論
集
『語
り
か
け
る
季
語
ゆ
る
や
か
な
日
本
』（
岩
波
書
店
）に
よ
り

 

翌
年
、
第
58
回
讀
賣
文
学
賞
（
紀
行
・随
筆
部
門
）受
賞
。

２
０
０
７
（
平
成
19
）年

70
歳

教
育
テ
レ
ビ
「

俳
句
」に
出
演
。
以
後
２
年
間
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）年

71
歳

評
論
集
『ゆ
た
か
な
る
季
語
こ
ま
や
か
な
日
本
』（
岩
波
書
店
）刊
。

 

9
句
集
集
成
『全
景
宮
坂
静
生
』（
花
神
社
）刊
。

テ
レ
ビ

「露
の
世
の
光
と
闇―

小
林
一
茶
の
死
生
観
」（こ
こ
ろ
の
時
代
）。

２
０
０
９
（
平
成
21
）年

72
歳

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
に
就
く
。
５
月
よ
り
「お
は
よ
う
名
句
」

（
「日
本
農
業
新
聞
」）隔
日
連
載
、
現
在
ま
で
。
岩
波
新
書
『季
語
の

 

誕
生
』刊
。

N
H
K

N
H
K

N
H
K

N
H
K



２
０
１
１
（
平
成
23
）年

74
歳

第
10
句
集
「雛
土
蔵
」（
角
川
書
店
）刊
。

２
０
１
２
（
平
成
24
）年

75
歳

評
論
集
『昭
和
を
詠
う
』（

出
版
）。

第
6
代
現
代
俳
句
協
会
長
に
就
く
。
第
11
回
俳
句
四
季
大
賞
受
賞
。

２
０
１
４
（
平
成
26
）年

77
歳

地
貌
季
語
発
掘
な
ど
季
語
体
系
の
見
直
を
提
唱
し
第
21
回
信
毎
賞

受
賞
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）年

78
歳

『東
日
本
大
震
災
を
詠
む
』（
俳
句
四
協
会
編
・朝
日
新
聞
出
版
）。

第
11
句
集
『草
泊
・２
０
１
３
俳
日
記
』（
本
阿
弥
書
店
）刊
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）年

79
歳

第
12
句
集
『噴
井
』（
花
神
社
）刊
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）年

80
歳

評
論
集
『季
語
体
系
の
背
景―

地
貌
季
語
探
訪
』（
岩
波
書
店
）刊
。

現
代
俳
句
協
会
創
立
70
周
年
記
念
大
会
開
催
（
帝
国
ホ
テ
ル
）。

２
０
１
８
（
平
成
30
）年

81
歳

現
代
俳
句
協
会
特
別
顧
問
に
就
く
。
第
15
回
「み
な
づ
き
賞
」受
賞
。

5
月
、
「岳
」40
周
年
記
念
大
会
開
催
（
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）。

評
論
集
『沈
黙
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
ば
ー
句
集
歴
程
』（
毎
日
新

聞
出
版
）刊
。

２
０
１
９
（
平
成
31
・令
和
元
）年

82
歳

第
19
回
現
代
俳
句
大
賞
受
賞
。
信
州
大
学
同
窓
会
連
合

会
賞
受
賞
。
『俳
句
必
携―

１
０
０
０
句
を
楽
し
む
』（
平
凡
社
）刊
。

6
月
、
ド
イ
ツ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
講
演
「芭
蕉
の
死
生
観
」。

２
０
２
０
（
令
和
2
）年

83
歳

第
2
ラ
ジ
オ
文
化
講
演
「月
山
と
芭
蕉
」。

２
０
２
１
（
令
和
3
）年

84
歳

第
13
句
集
『草
魂
』（
角
川
書
店
）に
よ
り
第
34
回
詩
歌
文
学
館
賞

受
賞
。

「岳
」５
０
０
号
記
念
号
発
行
。

２
０
２
３
（
令
和
5
）年

86
歳

5
月
、
「岳
」45
周
年
記
念
大
会
、
記
念
号
発
行
。

静
生
句
碑
建
立
（
千
曲
市
龍
洞
院
）。
『俳
句
鑑
賞
１
２
０
０
句
を
楽
し

む
』（
平
凡
社
）刊
。

２
０
２
４
（
令
和
6
）年

87
歳

『俳
句
表
現

作
者
と
風
土
・地
貌
を
楽
し
む
』（
平
凡
社
）刊
。

第
14
句
集
『鑑
真
』（
本
阿
弥
書
店
）刊
。

２
０
２
５
（
令
和
7
）年

88
歳

10
月
、
宮
坂
静
生
と
仲
間
た
ち
・米
寿
祝
賀
会
（
市
ヶ
谷
私
学
会
館
）。

N
H
K

N
H
K





地
域
の
季
節
の
言
葉
と
季
語

宮
坂
静
生

１
風
景→

風
土

〇
風
土
俳
句
へ
の
共
感
と
同
時
に
違
和
感

「合
掌
部
落
」能
村
登
四
郎
（「俳
句
」‘55
年

）

暁 

紅 

に 

露 

の 

藁 

屋 

根 
合 
掌 

す

〇
本
格
俳
句
と
は
な
に
か
（金
子
兜
太
‘81
年

）

風
土
を
自
然
的
・社
会
的
存
在
と
し
て
造
型
す
る
（ど
こ
か
観
念
的
か

）

２
作
句
活
動
の
転
機
と
し
て
の
‘60
年
安
保
体
験―
生
者
と
死
が
共
存
。

社
会
的
存
在
と
し
て
死
者
を
意
識
。

〇
信
濃
追
分
の
風
景→

大
日
向
開
拓
地
の
風
土
へ
ー

身
近
な
死
者
あ
っ
て
こ
そ
い
ま
生
き
て
い
る



〈白
萩
や
妻
子
自
害
の
墓
碑
ば
か
り
〉

静
生

〈勇
気
こ
そ
地
の
塩
な
れ
や
梅
真
白
〉

草
田
男



〇
「地
貌
論―

季
語
の
い
の
ち
」（‘87

）―

大
正
期
の
碧
梧
桐
の
実
感
重
視

と
地
域
の
発
見
と
い
う
種
が
蒔
か
れ
、
虚
子
門
の
蛇
笏
・普
羅
・鬼

城
・石
鼎
ら
が
受
け
継
ぐ
。
特
に
普
羅
の
「地
貌
」へ
の
着
眼
。
地
貌
は

言
葉
に
よ
り
継
承
さ
れ
る
。
能
登
の
「あ
え
の
こ
と
」。
以
下
こ
の
よ
う

な
言
葉
を
「地
貌
季
語
」と
名
付
け
た
い
。

〈田
祭
や
深
き
茶
碗
に
あ
づ
き
飯
〉
（普
羅
）



３
季
語
体
系
と
地
貌
季
語

既
存
の
季
語
体
系
の
大
方
は
、
お
よ
そ
１
０
０
０
年
頃
に
歌
語
と
し
て

平
安
貴
族
が
和
歌
を
詠
む
た
め
の
都
人
の
美
意
識
に
基
づ
く
季
節
の
題

目
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
。

地
貌
季
語
は
２
群
を
な
す
。

〇
上
記
に
入
り
え
な
か
っ
た
地
域
の
多
様
な
季
節
現
象
や
特
有
な
生

活
に
根
付
い
た
言
葉
を
掬
い
上
げ
た
も
の
。
例
「木
の
根
明
く
」「桜
隠
し
」

「行
者
蒜
」「鷹
の
尿
雨
」「落
ち
鷹
」「風
車
祝
」

逝
く
母
を
父
が
迎
へ
て
木
の
根
明
く

宮
坂
静
生

〇
既
存
の
季
語
の
本
意
を
踏
ま
え
な
が
ら
地
貌
的
特
徴
を
ユ
ニ
ー
ク
に

表
現
し
て
い
る
も
の
。
例
「雪
解
」→

「雪
ね
ぶ
り
」「道
乾
く
」、
「雲
の
峰
」

→

「立
ち
雲
」

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
に
ん
に
く

た 

か 

の 

し 

と

お 

ち 

た 

か

か 
じ 

ま 

や
ー

摩文仁の丘の立ち雲
落鷹（金子進撮影）

立
ち
雲
は
大
和
・武
蔵
の
卒
塔
婆
よ

渡
嘉
敷
皓
駄

立
ち
雲
は
祝
女
の
胸
乳
の
如
く
迫
り

小

林

貴

子

す 

と 

う 

ー 

ば

の

 

ろ 



既
存
の
季
語
体
系
と
地
貌
季
語
の
関
係

地
貌
季
語
の
基
本
は
既
存
の
季
語
体
系
を
補
完
す
る
た
め
に
発
掘
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
「木
の
根
明
く
」は
歌
語
以
来
の
〈雪
解
〉の

美
意
識
に
触
発
さ
れ
、
地
域
の
生
活
か
ら
の
気
付
き
に
よ
り
見
出
さ
れ
た

固
有
の
生
活
語
で
あ
る
。
両
者
は
季
節
の
言
葉
の
美
意
識
の
上
で
、
生
活

圏
に
お
け
る
中
央
と
地
域
と
い
う
差
別
の
関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
既
存

の
季
語
体
系
と
地
貌
季
語
と
は
背
後
に
互
い
に
刺
激
し
合
う
、
水
稲
耕
作

に
基
づ
く
弥
生
時
代
の
生
活
圏
を
狩
猟
漁
撈
採
集
の
縄
文
時
代
の
生
活

圏
が
時
に
溶
け
合
い
、
あ
る
い
は
反
発
し
合
い
な
が
ら
大
ら
か
に
包
括
す

る
よ
う
な
関
係
で
は
な
い
か
。
「木
の
根
明
く
」は
マ
タ
ギ
が
春
の
「出
熊

猟
」の
時
期
を
察
知
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
ル
ー
ツ
が
背
景
に

あ
る
由
。

木の根明く 「安曇野 アルプス山麓の四季」

穂苅貞雄 直筆サイン 安曇野 アルプス山麓の四季 穂苅貞雄



宮
古
島
の
鷹
の
渡
り
へ
の
注
目―

鷹
の
渡
り
こ
そ
1
万
年
前
の
縄
文
以
来
の
自
然
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

列
島
に
住
ん
で
き
た
民
族
の
「集
団
深
層
意
識
」を
支
え
て
い
る
原
風

景
で
は
な
い
か
。

言
葉
は
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
地
貌
季
語
の
着
眼
の
基
に
な
る

自
然
は
稲
作
牧
畜
文
化
の
世
界
の
背
後
に
あ
る
い
は
深
部
に
横
た
わ

る
狩
猟
漁
撈
採
集
文
化
に
関
わ
る
こ
と
に
気
付
く
。
広
く
ア
ニ
ミ
ズ
ム

と
し
て
の
時
代
を
拓
く
視
点
を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。

４
虚
子
の
花
鳥
諷
詠
に
お
け
る
人
間
主
体
の
あ
り
方
と
兜
太
の
ア
ニ
ミ
ズ

ム
的
存
在
者
の
視
点

〇
虚
子
の
場
合

虚
子
の
評
価
は
自
我
中
心
で
は
な
く
人
間
を
含
む
大
き
な
自
然
（花
鳥
）

を
詠
む
詩
と
し
て
確
立
し
た
。
（岩
岡
中
正
『虚
子
と
現
代
』２
０
１
０
・角
川
書
店

）

〈朝
顔
に
え
ー
ツ
屑
屋
で
ご
ざ
い
か
な
〉

問
題
点
は
詠
む
主
体
は
ど
う
な
る
か
。

〇
兜
太
の
場
合

養
老
孟
司
の
指
摘
し
た
「身
体
の
脳
化
」（「身
体
の
文
学
史
」１
９
９
７
・新
潮
選
書

）

人
間
は
心
で
あ
っ
て
、
身
体
で
は
な
い
と
い
う
心
を
重
視
す
る
人
間
把
握
。

◇
人
体
の
自
然

兜
太
の
東
北
の
風
土
か
ら
の
縄
文
的
な
原
始
感
覚
を

感
知
し
、
心
理
（観
念
）重
視
か
ら
か
ら
だ
感
覚
の
反
逆
へ
。

〈人
体
冷
え
て
東
北
白
い
花
盛
り
〉

◇
兜
太
流
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
し
て
存
在
す
る
も
の

〈お
お
か
み
に
螢
が
一
つ
付
い
て
い
た
〉

〈梅
咲
い
て
庭
中
に
青
鮫
が
来
て
い
る
〉



５
縄
文
的
地
貌
の
発
見

花
鳥
諷
詠
と
い
う
「歌
枕
」風
景
の
淵
源
に
さ
か
の
ぼ
り
、
「縄
文
的
」

原
風
景
を
発
掘
し
詠
む
。
そ
れ
が
「地
貌
」の
発
見
、
自
然
を
相
対
的

に
構
造
と
し
て
深
く
捉
え
る
こ
と
に
繋
が
る
。
現
代
の
風
景
の
中
に
、

子
ど
も
の
頃
の
聖
域
・呪
術
的
空
間
で
あ
っ
た
「原
っ
ぱ
・隅
っ
こ
・洞

窟
」原
体
験
へ
響
く
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
明
治
時
代
の
子
規
が
東
京
中
心
の
風
景
（「国
家
・国
民
」の
風
景

）で

は
な
く
「盛
岡
の
人
は
盛
岡
の
実
景
を
詠
む
が
第
一
な
り
」（「随
問
随
答
」・

明
治
32
年
６
月
号
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
）と
盛
岡
の
風
景
（「地
域
・地
貌
」）と
が
全
く

平
等
だ
と
い
う
日
本
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
か
ら
積
み
上
げ
、
形
成

す
る
新
し
い
時
代
の
考
え
に
重
な
る
。
地
貌
の
視
点
か
ら
、
も
う
一
度

「自
然
」を
見
つ
め
直
そ
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

奥
野
健
男
『文
学
に
お
け
る
原
風
景
』（１
９
７
２
年
・集
英
社

）。

〈地
球
に
は
す
み
つ
こ
あ
り
て
は
ぐ
れ
鷹
〉
静
生



「私
と
季
語
（
6
）」

◆

第
2
回
講
師―

 

宮
坂

静
生

動
画
配
信
日

10
月
14
日
（
火
）

◆

第
3
回
講
師―

 

西
山

睦

動
画
配
信
日

10
月
21
日
（
火
）

◆

第
4
回
講
師―

 

今
井 

聖

動
画
配
信
日

10
月
28
日
（
火
）

令
和
7
年

秋
季
俳
句
講
座

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会

◆

第
1
回
講
師―

 

小
林

恭
二

動
画
配
信
日

10
月
7
日
（
火
）
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